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(57)【要約】

【課題】紙受部の積載量が最大積載容量に達したことを

原因として運転が全面停止する事態を回避し、品質が劣

化した紙の発生を抑制できる抄紙装置を提供する。

【解決手段】制御部７００は、エンコーダ６４４により

再生紙６２の積載量が上位設定積載量に達したことを検

出すると運転制御が運転停止モードに遷移し、運転停止

モードではヘッドボックス４４への新たな紙料の供給を

停止し、ヘッドボックス４４に残留する紙料の全量を抄

紙して単葉紙の再生紙６２に仕上げ、仕上げた再生紙６

２の全てを紙受部６３に排出し、紙受部６３の再生紙６

２の積載量が最大積載容量以下となる状態で運転停止す

る。

【選択図】図４



(2) JP  2013-87368  A   2013.5.13

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 貯 留 し た 紙 料 か ら 湿 紙 を 抄 紙 す る 抄 紙 網 部 と 、 湿 紙 を 受 け 取 っ て 乾 紙

と な す 乾 燥 部 と 、 乾 紙 を 受 け 取 っ て 設 定 仕 様 の 単 葉 紙 に 整 形 す る 仕 上 部 と 、 仕 上 げ た 単 葉

紙 を 積 載 し て 保 持 す る 紙 受 部 と 、 前 記 各 部 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、

　 紙 受 部 は 、 単 葉 紙 の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し た こ と を 検 出 す る 検 出 部 を 有 し 、

　 制 御 部 は 、 検 出 部 に よ り 単 葉 紙 の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し た こ と を 検 出 す る と 運

転 制 御 が 運 転 停 止 モ ー ド に 遷 移 し 、 運 転 停 止 モ ー ド で は ヘ ッ ド ボ ッ ク ス へ の 新 た な 紙 料 の

供 給 を 停 止 し 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 残 留 す る 紙 料 の 全 量 を 抄 紙 し て 単 葉 紙 に 仕 上 げ 、 仕 上 げ

た 単 葉 紙 の 全 て を 紙 受 部 に 排 出 し 、 紙 受 部 の 単 葉 紙 の 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 以 下 と な る 状

態 で 運 転 停 止 す る 運 転 停 止 モ ー ド 制 御 機 能 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 抄 紙 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 制 御 部 は 、 通 常 運 転 モ ー ド の 運 転 制 御 を 担 う 自 動 運 転 制 御 機 能 部 を 有 し 、 自 動 運 転 制 御

機 能 部 は 、 通 常 運 転 モ ー ド の 開 始 時 に 、 検 出 部 に よ り 上 位 設 定 積 載 量 と 現 在 積 載 量 と の 差

で あ る 積 載 可 能 残 容 量 を 検 出 し 、 積 載 可 能 残 容 量 が 最 少 設 定 残 容 量 以 上 で あ る と き 運 転 を

開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 抄 紙 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 古 紙 再 生 処 理 装 置 等 の 抄 紙 装 置 に 関 し 、 特 に 運 転 を 停 止 さ せ る 技 術 に 係 る も

の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 こ の 種 の 古 紙 再 生 処 理 装 置 で は 、 パ ル プ 工 程 に お い て 古 紙 を 原 料 と す る 古 紙 パ ル

プ か ら パ ル プ 懸 濁 液 で あ る 紙 料 を 調 製 し 、 抄 紙 工 程 に お い て 紙 料 か ら 湿 紙 を 帯 状 に 抄 紙 し

、 そ の 後 に 湿 紙 を 乾 燥 さ せ て 帯 状 紙 を 形 成 し 、 仕 上 げ 工 程 に お い て 帯 状 紙 を 所 定 サ イ ズ の

単 葉 紙 に 裁 断 し て 再 生 紙 を 製 作 し 、 製 作 し た 再 生 紙 は 紙 受 部 に 積 載 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 先 行 技 術 文 献 と し て は 、 特 許 文 献 １ が あ り 、 こ こ で は 、 断 水 発 生 時 に 必 要 最 低 限

の 再 生 運 転 を 行 な っ た 後 に 運 転 を 停 止 し 、 さ ら に は メ ン テ ナ ン ス 動 作 を 自 動 的 に 実 行 さ せ

る た め に 、 以 下 の 運 転 制 御 を 行 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 す な わ ち 、 制 御 部 は 、 補 給 水 供 給 系 か ら 白 水 タ ン ク へ 給 水 す る 際 に 水 量 セ ン サ が 通 水 を

検 知 し な い と き に 断 水 が 発 生 し た と 判 断 し 、 断 水 発 生 時 に 非 常 運 転 動 作 を 実 行 す る 断 水 時

運 転 制 御 機 能 部 を 有 し 、 断 水 時 運 転 制 御 機 能 部 は 、 非 常 運 転 動 作 に お い て 、 再 生 パ ル プ 部

の パ ル パ ー が 離 解 動 作 途 中 ま た は 離 解 動 作 終 了 で あ る と き に 、 再 生 パ ル プ 部 の 少 な く と も

１ 回 の 離 解 動 作 に 相 応 す る 再 生 運 転 を 実 行 し て 後 に 運 転 停 止 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ３ ７ ２ ５ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 と こ ろ で 、 紙 受 部 に お け る 再 生 紙 の 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 に 達 す る と 、 後 続 の 再 生 紙 を

排 出 す る こ と が で き な く な る の で 、 古 紙 処 理 装 置 の 運 転 を 停 止 す る 必 要 が あ る 。 特 に 抄 紙

工 程 を 担 う 抄 紙 装 置 で は 、 脱 墨 さ れ た パ ル プ 懸 濁 液 か ら な る 紙 料 を ヘ ッ ド ボ ッ ク ス か ら 抄

紙 ワ イ ヤ ー に 供 給 し て 湿 紙 を 連 続 的 に 抄 紙 し 、 抄 紙 し た 湿 紙 を 脱 水 部 の フ ェ ル ト か ら な る

吸 水 ベ ル ト に 湿 紙 を 転 移 さ せ 、 吸 水 ベ ル ト で 湿 紙 の 吸 収 脱 水 を 行 な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  2013-87368  A   2013.5.13

　 こ の た め 、 運 転 が 突 然 停 止 し て 抄 紙 ワ イ ヤ ー や 吸 水 ベ ル ト に 湿 紙 が 残 留 す る 状 態 で 時 間

が 経 過 す る と 、 湿 紙 か ら 離 脱 す る 水 分 量 が 変 化 し 、 湿 紙 の 含 水 率 が 予 め 想 定 し て い る も の

と 異 な る も の と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 抄 紙 ワ イ ヤ ー や 吸 水 ベ ル ト に 残 留 し た 湿 紙 は 、 運 転 を 再 開 し て 仕 上 げ 工 程 に お い て

再 生 紙 に 仕 上 げ て も 、 そ の 品 質 は 通 常 の 品 質 よ り も 劣 っ た も の と な る 。

　 ま た 、 運 転 停 止 後 の 放 置 時 間 が 長 時 間 に 及 ぶ と 、 抄 紙 ワ イ ヤ ー や 吸 水 ベ ル ト に 湿 紙 の 繊

維 が こ び り つ い て メ ン テ ナ ン ス が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 紙 受 部 の 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 に 達 し た

こ と を 原 因 と し て 運 転 が 全 面 停 止 す る 事 態 を 回 避 し 、 品 質 が 劣 化 し た 紙 の 発 生 を 抑 制 で き

る 抄 紙 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 抄 紙 装 置 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 貯 留 し た 紙 料 か ら

湿 紙 を 抄 紙 す る 抄 紙 網 部 と 、 湿 紙 を 受 け 取 っ て 乾 紙 と な す 乾 燥 部 と 、 乾 紙 を 受 け 取 っ て 設

定 仕 様 の 単 葉 紙 に 整 形 す る 仕 上 部 と 、 仕 上 げ た 単 葉 紙 を 積 載 し て 保 持 す る 紙 受 部 と 、 前 記

各 部 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、

　 紙 受 部 は 、 単 葉 紙 の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し た こ と を 検 出 す る 検 出 部 を 有 し 、

　 制 御 部 は 、 検 出 部 に よ り 単 葉 紙 の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し た こ と を 検 出 す る と 運

転 制 御 が 運 転 停 止 モ ー ド に 遷 移 し 、 運 転 停 止 モ ー ド で は ヘ ッ ド ボ ッ ク ス へ の 新 た な 紙 料 の

供 給 を 停 止 し 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 残 留 す る 紙 料 の 全 量 を 抄 紙 し て 単 葉 紙 に 仕 上 げ 、 仕 上 げ

た 単 葉 紙 の 全 て を 紙 受 部 に 排 出 し 、 紙 受 部 の 単 葉 紙 の 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 以 下 と な る 状

態 で 運 転 停 止 す る 運 転 停 止 モ ー ド 制 御 機 能 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 抄 紙 装 置 に お い て 、 制 御 部 は 、 通 常 運 転 モ ー ド の 運 転 制 御 を 担 う 自 動 運 転 制 御

機 能 部 を 有 し 、 自 動 運 転 制 御 機 能 部 は 、 通 常 運 転 モ ー ド の 開 始 時 に 、 検 出 部 に よ り 上 位 設

定 積 載 量 と 現 在 積 載 量 と の 差 で あ る 積 載 可 能 残 容 量 を 検 出 し 、 積 載 可 能 残 容 量 が 最 少 設 定

残 容 量 以 上 で あ る と き 運 転 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 上 位 設 定 積 載 量 は 、 最 大 積 載 容 量 に 達 す る ま で の 積 載 可

能 残 容 量 が 十 分 に 確 保 で き る 容 量 、 つ ま り ヘ ッ ド ボ ッ ク ス が 満 杯 と な る 量 の 紙 料 を 抄 紙 し

て 得 ら れ る 単 葉 紙 を 紙 受 部 に 積 載 し て も 最 大 積 載 容 量 以 下 と な る 容 量 に 設 定 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 そ し て 、 制 御 部 は 、 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し た 後 に 行 な う 運 転 停 止 モ ー ド に お い

て 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 残 留 す る 紙 料 の 全 量 を 抄 紙 し て 単 葉 紙 に 仕 上 げ 、 仕 上 げ た 単 葉 紙 の

全 て を 紙 受 部 に 排 出 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 結 果 、 紙 受 部 の 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 に 達 し た こ と を 原 因 と し て 運 転 が 全 面 停 止 す

る 事 態 を 回 避 で き 、 品 質 が 劣 化 し た 紙 の 発 生 を 抑 制 で き る 。

　 ま た 、 最 少 設 定 残 容 量 と し て 、 例 え ば １ 時 間 程 度 の 運 転 に よ っ て 製 作 さ れ る 単 葉 紙 が 紙

受 部 に 積 載 し て も 最 大 積 載 容 量 以 下 と な る 容 量 に 設 定 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 そ し て 、 制 御 部 は 、 通 常 運 転 モ ー ド の 開 始 時 に 、 積 載 可 能 残 容 量 が 最 少 設 定 残 容 量 以 上

で あ る と き 運 転 を 開 始 す る 。

　 こ の 結 果 、 通 常 運 転 モ ー ド の 開 始 時 に 積 載 可 能 残 容 量 を 確 認 で き る の で 、 運 転 開 始 後 、

短 時 間 の う ち に 紙 受 部 の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し て 運 転 停 止 モ ー ド と な る こ と を 防

止 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 古 紙 再 生 処 理 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図

【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 古 紙 再 生 処 理 装 置 の 制 御 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図

【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 古 紙 再 生 処 理 装 置 の パ ル パ ー 部 を 示 す 模 式 図

【 図 ４ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 古 紙 再 生 処 理 装 置 の 抄 紙 網 部 、 乾 燥 部 お よ び 仕 上 部 を 示 す

模 式 図

【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 古 紙 再 生 処 理 装 置 の 紙 受 部 を 示 す 正 面 図

【 図 ６ 】 同 紙 受 部 の 側 面 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ６ に お い て 、 古 紙 再 生

処 理 装 置 は 、 古 紙 再 生 処 理 系 を 構 成 す る 複 数 の 処 理 部 を 有 し て お り 、 処 理 部 に は 給 紙 部 １

、 パ ル パ ー 部 ９ 、 貯 蔵 タ ン ク 部 １ ０ 、 脱 墨 部 １ １ 、 抄 紙 網 部 １ ３ 、 乾 燥 部 １ ４ 、 仕 上 部 １

５ 、 白 水 タ ン ク 部 １ ０ ０ 、 排 水 処 理 タ ン ク 部 １ ０ １ が あ る 。 ま た 、 古 紙 再 生 処 理 装 置 は 各

処 理 部 の 運 転 を 制 御 す る 制 御 部 ７ ０ ０ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 給 紙 部 １ は 、 再 生 原 料 の 古 紙 ４ を 供 給 す る も の で あ り 、 古 紙 ４ を 細 断 し た 紙 片 ２ を 貯 留

す る 貯 留 部 ３ と 、 貯 留 部 ３ に 古 紙 ４ を 供 給 す る 給 紙 装 置 ５ と 、 貯 留 部 ３ に 貯 留 さ れ て い る

紙 片 ２ を 計 量 部 ６ に 排 出 す る 排 出 用 サ イ ク ロ ン ７ と 、 貯 留 部 ３ の 紙 片 ２ を 排 出 用 サ イ ク ロ

ン ７ へ 搬 送 す る 紙 片 搬 送 ダ ク ト １ ６ と 、 紙 片 搬 送 ダ ク ト １ ６ に 搬 送 用 空 気 を 供 給 し て 貯 留

部 ３ か ら 排 出 用 サ イ ク ロ ン ７ へ 向 っ て 流 れ る 送 気 流 １ ７ を 発 生 さ せ る 送 風 装 置 １ ８ か ら な

る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 パ ル パ ー 部 ９ は 、 紙 片 ２ を 離 解 し て 再 生 パ ル プ を 調 製 す る も の で あ り 、 パ ル パ ー 槽 ３ ７

と 、 パ ル パ ー 槽 ３ ７ 内 に 設 け た 攪 拌 装 置 ３ ８ を 有 し 、 計 量 部 ６ に お い て 計 量 さ れ た 紙 片 ２

を 離 解 し て 再 生 パ ル プ を 含 む 紙 料 で あ る パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 製 造 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 貯 蔵 タ ン ク 部 １ ０ は 、 パ ル パ ー 部 ９ で 得 ら れ た 紙 料 の パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 貯 留 す る も の で

あ り 、 内 部 に 攪 拌 装 置 ３ ９ を 有 し て い る 。

　 脱 墨 部 １ １ は 、 貯 蔵 タ ン ク 部 １ ０ に お い て 貯 留 さ れ た パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 脱 墨 し て 脱 墨 パ

ル プ を 調 製 す る も の で あ り 、 蛇 行 し た 流 路 を 形 成 し た 脱 墨 槽 ４ ０ と 、 脱 墨 槽 ４ ０ の 下 部 か

ら 多 数 の 気 泡 を 放 出 す る 散 気 装 置 （ 図 示 省 略 ） と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 抄 紙 網 部 １ ３ は 、 脱 墨 さ れ た パ ル プ 懸 濁 液 ８ か ら 湿 紙 １ ２ を 抄 紙 す る も の で あ り 、 抄 紙

ワ イ ヤ ー 部 と ヘ ッ ド ボ ッ ク ス 部 を 備 え て い る 。 抄 紙 ワ イ ヤ ー 部 は 、 複 数 の ロ ー ラ ４ ２ に 巻

回 さ れ た メ ッ シ ュ 状 の ベ ル ト か ら な る 抄 紙 ワ イ ヤ ー ４ ３ と 、 ロ ー ラ ４ ２ の 少 な く と も 一 つ

を 回 転 さ せ て 抄 紙 ワ イ ヤ ー ４ ３ を 紙 搬 送 方 向 へ 駆 動 す る モ ー タ 等 の 抄 紙 ワ イ ヤ ー 駆 動 装 置

（ 図 示 省 略 ） を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス 部 は 、 脱 墨 さ れ た パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 抄 紙 ワ イ ヤ ー ４ ３ 上 に 注 ぐ ヘ ッ ド ボ

ッ ク ス ４ ４ と 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス ４ ４ に パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 脱 墨 槽 ４ ０ か ら 供 給 す る ポ ン プ 等

の パ ル プ 懸 濁 液 供 給 装 置 １ １ ０ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 脱 水 部 ２ ０ は 、 湿 紙 １ ２ を 脱 水 す る も の で あ り 、 複 数 の ロ ー ラ ４ ６ に 巻 回 さ れ た フ ェ ル

ト の 吸 水 ベ ル ト ４ ７ か ら な り 、 湿 紙 １ ２ が 抄 紙 ワ イ ヤ ー ４ ３ か ら 吸 水 ベ ル ト ４ ７ に 転 移 し

、 吸 水 ベ ル ト ４ ７ が 湿 紙 １ ２ を 吸 収 脱 水 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 乾 燥 部 １ ４ は 、 脱 水 さ れ た 湿 紙 １ ２ を 乾 燥 す る も の で あ り 、 加 熱 装 置 ４ ８ を 内 蔵 し た 乾

燥 ロ ー ラ ４ ９ と 複 数 の ロ ー ラ ５ ０ と に 金 属 製 の 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ を 巻 回 し 、 複 数 の ロ ー

ラ ５ ２ に 網 状 で 樹 脂 製 の 第 ２ 搬 送 ベ ル ト ５ ３ を 巻 回 し て お り 、 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ と 第 ２
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搬 送 ベ ル ト ５ ３ と は 湿 紙 １ ２ を 挟 ん で 乾 燥 ロ ー ラ ４ ９ の 外 周 面 上 で 重 な り 、 乾 燥 ロ ー ラ ４

９ で 湿 紙 １ ２ を 乾 燥 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 プ レ ス 用 の 一 対 の ロ ー ラ ４ ６ ａ 、 ５ ０ ａ は 、 吸 水 ベ ル ト ４ ７ と 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ を 介

し て 湿 紙 １ ２ を 圧 搾 脱 水 す る と と も に 、 湿 紙 １ ２ を 吸 水 ベ ル ト ４ ７ か ら 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５

１ に 転 移 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 乾 燥 し た 乾 紙 ６ １ は 、 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ の 往 路 終 端 位 置 で ス ク レ ー パ １ １ １ に よ り 第

１ 搬 送 ベ ル ト ５ １ か ら 剥 離 さ せ て 仕 上 部 １ ５ に 案 内 す る 。

　 仕 上 部 １ ５ は 、 湿 紙 １ ２ を 乾 燥 し て 得 ら れ る 乾 紙 ６ １ に 対 し て 仕 上 工 程 を 行 い 、 得 ら れ

た 再 生 紙 ６ ２ を 紙 受 部 ６ ３ に 排 出 す る も の で あ り 、 帯 状 の 乾 紙 ６ １ を 所 定 の サ イ ズ 等 の 設

定 仕 様 の 単 葉 紙 に 切 断 に よ り 整 形 す る 金 属 製 の カ ッ タ ー 装 置 ６ ０ お よ び ス リ ッ タ ー 装 置 １

１ ２ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 紙 受 部 ６ ３ は 、 仕 上 部 １ ５ の 排 出 口 ６ ４ に 臨 ん で 配 置 し て あ り 、 仕 上 部 １ ５ の 搬 送 方 向

最 下 流 位 置 に あ る 搬 送 ロ ー ラ の 上 ロ ー ラ ６ ５ お よ び 下 ロ ー ラ ６ ６ に よ っ て 送 り 出 す 再 生 紙

６ ２ を 受 け 止 め る も の で あ る 。 紙 受 部 ６ ３ は 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に

延 び る 左 右 一 対 の ガ イ ド フ レ ー ム ６ ３ １ 、 双 方 の ガ イ ド フ レ ー ム ６ ３ １ の 間 に 位 置 し 、 各

ガ イ ド フ レ ー ム ６ ３ １ に 形 成 し た ガ イ ド 溝 ６ ３ １ ａ に 沿 っ て 昇 降 可 能 な 紙 受 け 台 ６ ３ ２ と

、 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を 昇 降 駆 動 す る 紙 受 け 台 駆 動 機 構 ６ ３ ３ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 紙 受 け 台 駆 動 機 構 ６ ３ ３ は 、 固 定 ス プ ロ ケ ッ ト ６ ３ ４ と 、 可 動 ス プ ロ ケ ッ ト ６ ３ ５ と 、

駆 動 部 ６ ３ ６ の 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト （ 図 示 省 略 ） 、 お よ び 各 ス プ ロ ケ ッ ト に 掛 け 渡 し て 配 置

し た チ ェ ー ン ６ ３ ７ を 有 し て お り 、 チ ェ ー ン ６ ３ ７ は そ の 一 端 を ガ イ ド フ レ ー ム ６ ３ １ に

接 続 し 、 他 端 を 紙 受 け 台 ６ ３ ２ に 接 続 し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 可 動 ス プ ロ ケ ッ ト ６ ３ ５ は ス プ リ ン グ ６ ３ ８ を 介 し て ガ イ ド フ レ ー ム ６ ３ １ に 懸 架 し て

あ り 、 ス プ リ ン グ ６ ３ ８ は そ の 弾 性 力 で チ ェ ー ン ６ ３ ７ に 張 力 を 与 え て チ ェ ー ン ６ ３ ７ を

弛 み の な い 常 に 緊 張 し た 状 態 に 維 持 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 駆 動 部 ６ ３ ６ は 、 モ ー タ ６ ３ ９ に よ り 駆 動 す る 駆 動 ギ ヤ ６ ４ ０ と 、 駆 動 ギ ヤ ６ ４ ０ に 噛

合 す る 従 動 ギ ヤ ６ ４ １ を 有 し て お り 、 従 動 ギ ヤ ６ ４ １ が 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト （ 図 示 省 略 ） と

一 体 に 回 転 し て チ ェ ー ン ６ ３ ７ の 繰 り 出 し 、 繰 り 入 れ を 行 う こ と で 、 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を 昇

降 駆 動 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 紙 受 部 ６ ３ に は 反 射 型 の セ ン サ か ら な る 複 数 の 上 位 セ ン サ ６ ４ ２ が 排 出 口 ６ ４ の 近 傍 位

置 で 、 か つ 再 生 紙 ６ ２ の 排 出 位 置 よ り 所 定 距 離 だ け 下 方 に 離 れ た 位 置 に 設 け て あ る 。 上 位

セ ン サ ６ ４ ２ は 、 紙 受 け 台 ６ ３ ２ に 積 載 し た 再 生 紙 ６ ２ の う ち の 最 上 位 の 再 生 紙 ６ ２ を 検

出 す る も の で 、 再 生 紙 ６ ２ の 紙 幅 方 向 の 両 側 に 対 応 す る 両 側 位 置 お よ び 紙 幅 方 向 の 中 央 に

対 応 す る 中 央 位 置 の ３ 箇 所 に 設 け て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ガ イ ド フ レ ー ム ６ ３ １ の 下 側 部 に は リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 等 か ら な る 下 限 セ ン サ ６ ４ ３ が 設

け て あ り 、 下 限 セ ン サ ６ ４ ３ は 紙 受 け 台 ６ ３ ２ が 降 下 可 能 な 下 限 位 置 で 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を

検 出 す る も の で あ る 。 紙 受 部 ６ ３ は 紙 受 け 台 ６ ３ ２ が 下 限 位 置 に あ る と き に 最 大 積 載 容 量

、 つ ま り 紙 受 け 台 ６ ３ の 積 載 面 か ら 上 位 セ ン サ ６ ４ ２ に 対 応 す る 位 置 ま で に 相 当 す る 積 載

容 量 と な る 。 よ っ て 、 下 限 セ ン サ ６ ４ ３ は 紙 受 け 台 ６ ３ ２ の 最 大 積 載 容 量 に 対 応 す る 位 置

を 検 出 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 固 定 ス プ ロ ケ ッ ト ６ ３ ４ に は エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ が 係 合 し て お り 、 エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ は 固

定 ス プ ロ ケ ッ ト の 回 転 に よ り 送 り 出 さ れ る チ ェ ー ン ６ ３ ７ の 距 離 を 検 出 し 、 そ の 距 離 か ら
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現 在 の 紙 受 け 台 ６ ３ ２ の 位 置 を 検 知 す る 。 紙 受 け 台 ６ ３ ２ か ら 上 位 セ ン サ ６ ４ ２ ま で の 距

離 は 、 再 生 紙 ６ ２ の 積 載 高 さ に 相 当 し 、 再 生 紙 ６ ２ の 積 載 量 に 応 じ て 増 減 す る 。 し た が っ

て 、 制 御 部 ７ ０ ０ は 、 エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ に よ っ て 検 出 す る 紙 受 け 台 ６ ３ ２ の 位 置 か ら 再 生

紙 ６ ２ の 積 載 量 を 検 知 す る こ と が で き 、 エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ は 紙 受 け 台 ６ ３ ２ の 現 在 積 載 量

を 検 出 し 、 上 位 設 定 積 載 量 と 現 在 積 載 量 と の 差 で あ る 積 載 可 能 残 容 量 を 検 出 し 、 さ ら に 単

葉 紙 の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し た こ と を 検 出 す る 検 出 部 を 制 御 部 ７ ０ ０ と と も に 構

成 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 排 水 処 理 タ ン ク 部 １ ０ １ は 、 脱 墨 排 水 系 １ ０ ２ を 通 し て 脱 墨 部 １ １ か ら 流 入 す る 脱 墨 廃

液 を 処 理 す る も の で 、 フ ィ ル タ ー で 繊 維 、 イ ン ク 、 ト ナ ー を 除 去 し 、 薬 剤 の 添 加 に よ り 中

性 化 し て 公 共 下 水 の 下 水 配 管 １ ０ ３ へ 排 水 可 能 な 水 質 に ま で 処 理 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 白 水 タ ン ク 部 １ ０ ０ は 、 抄 紙 排 水 系 １ ０ ４ を 通 し て 抄 紙 網 部 １ ３ か ら 流 入 す る 再 生 パ ル

プ を 含 む 排 水 で あ る 白 水 を 貯 留 す る も の で あ り 、 白 水 を 白 水 返 送 系 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ を 通 し

て 古 紙 再 生 処 理 系 の 各 所 へ 返 送 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 給 水 源 、 こ こ で は 上 水 配 管 １ ０ ７ か ら 用 水 を 供 給 す る 給 水 配 管 １ ０ ８ が パ ル パ ー 部 ９ に

接 続 し て お り 、 給 水 配 管 １ ０ ８ に 電 磁 弁 か ら な る 緊 急 停 止 用 の 元 弁 装 置 １ ０ ９ を 設 け て い

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ７ ０ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ ０ に 設 定 す る 機 能 回 路 と し て 、 以 下 の

機 能 部 を 有 し て い る 。 つ ま り 、 パ ル パ ー 部 ９ の 運 転 を 制 御 す る パ ル パ ー 部 制 御 機 能 部 ７ １

１ と 、 脱 墨 部 １ １ の 運 転 を 制 御 す る 脱 墨 部 制 御 機 能 部 ７ １ ２ と 、 抄 紙 網 部 １ ３ の 運 転 を 制

御 す る 抄 紙 網 部 制 御 機 能 部 ７ １ ３ と 、 仕 上 部 １ ５ の 運 転 を 制 御 す る 仕 上 部 制 御 機 能 部 ７ １

４ と 、 排 水 処 理 タ ン ク 部 １ ０ １ の 運 転 を 制 御 す る 排 水 処 理 タ ン ク 部 制 御 機 能 部 ７ １ ５ と 、

稼 動 開 始 か ら 稼 動 停 止 ま で の 運 転 プ ロ セ ス を 逐 次 実 行 す る 自 動 運 転 制 御 機 能 部 ７ １ ６ と 、

運 転 停 止 モ ー ド 制 御 機 能 部 ７ １ ７ を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 下 、 上 記 し た 構 成 の 作 用 を 説 明 す る 。 古 紙 再 生 処 理 を 行 な う 通 常 運 転 モ ー ド の 運 転 で

は 、 制 御 部 ７ ０ ０ の 自 動 運 転 制 御 機 能 ７ １ ６ が パ ル パ ー 部 制 御 機 能 部 ７ １ １ 、 脱 墨 部 制 御

機 能 部 ７ １ ２ 、 抄 紙 網 部 制 御 機 能 部 ７ １ ３ 、 仕 上 制 御 機 能 部 ７ １ ４ 、 排 水 処 理 タ ン ク 部 制

御 機 能 部 ７ １ ５ を 起 動 し 、 そ れ ぞ れ パ ル パ ー 部 ９ と 脱 墨 部 １ １ と 抄 紙 網 部 １ ３ と 仕 上 部 １

５ と 排 水 処 理 タ ン ク 部 １ ０ １ を 制 御 し て 上 述 し た 各 処 理 部 に お い て 古 紙 再 生 処 理 系 の 運 転

を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 す な わ ち 、 パ ル パ ー 部 ９ は 、 パ ル パ ー 槽 ３ ７ で 紙 片 ２ を 離 解 し て 再 生 パ ル プ を 調 製 し 、

再 生 パ ル プ を 含 む 紙 料 で あ る パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 製 造 す る 。 脱 墨 部 １ １ は 、 貯 蔵 タ ン ク 部 １

０ に 貯 留 さ れ た パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 脱 墨 し て 脱 墨 パ ル プ を 調 製 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 抄 紙 網 部 １ ３ は 、 脱 墨 さ れ た パ ル プ 懸 濁 液 ８ か ら 湿 紙 １ ２ を 抄 紙 す る 。 こ の た め 、 パ ル

プ 懸 濁 液 供 給 装 置 １ １ ０ に よ り パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 脱 墨 槽 ４ ０ か ら ヘ ッ ド ボ ッ ク ス ４ ４ に 供

給 し 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス ４ ４ か ら 抄 紙 ワ イ ヤ ー ４ ３ 上 に パ ル プ 懸 濁 液 ８ を 注 ぐ 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 脱 水 部 ２ ０ は 、 湿 紙 １ ２ を 抄 紙 ワ イ ヤ ー ４ ３ か ら 吸 水 ベ ル ト ４ ７ に 転 移 さ せ 、 吸 水 ベ ル

ト ４ ７ で 湿 紙 １ ２ を 吸 収 脱 水 す る 。 乾 燥 部 １ ４ は 、 脱 水 さ れ た 湿 紙 １ ２ を 吸 水 ベ ル ト ４ ７

か ら 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ に 転 移 さ せ て 乾 燥 ロ ー ラ ４ ９ で 乾 燥 さ せ る 。 乾 燥 し た 乾 紙 ６ １ は

、 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ の 往 路 終 端 位 置 で 第 １ 搬 送 ベ ル ト ５ １ か ら 剥 離 さ せ て 仕 上 部 １ ５ に

送 る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 仕 上 部 １ ５ で は 、 金 属 製 の カ ッ タ ー 装 置 ６ ０ お よ び ス リ ッ タ ー 装 置 １ １ ２ に よ り 帯 状 の
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乾 紙 ６ １ を 所 定 の サ イ ズ 等 の 設 定 仕 様 の 単 葉 紙 の 切 断 に よ り 整 形 し て 再 生 紙 ６ ２ と な し 、

得 ら れ た 再 生 紙 ６ ２ を 紙 受 部 ６ ３ に 排 出 す る 。 再 生 紙 ６ ２ は 仕 上 部 １ ５ の 搬 送 方 向 最 下 流

位 置 に あ る 搬 送 ロ ー ラ の 上 ロ ー ラ ６ ５ お よ び 下 ロ ー ラ ６ ６ に よ っ て 送 り 出 さ れ 、 紙 受 部 ６

３ の 紙 受 け 台 ６ ３ ２ へ 向 け て 下 向 き に 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 紙 受 部 ６ ３ は 、 紙 受 け 台 駆 動 機 構 ６ ３ ３ に よ っ て 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を 昇 降 駆 動 し 、 上 位 セ

ン サ ６ ４ ２ が 紙 受 け 台 ６ ３ ２ に 積 載 し た 再 生 紙 ６ ２ の う ち の 最 上 位 の 再 生 紙 ６ ２ を 検 出 す

る 位 置 に 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を 随 時 に 降 下 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ に よ っ て 紙 受 け 台 ６ ３ ２ の 現 在 位 置 を 検 出 す る と と も に 、 現 在 位 置 か

ら 再 生 紙 ６ ２ の 積 載 量 を 検 知 す る 。

　 制 御 部 ７ ０ ０ は 、 エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ で 検 出 す る 再 生 紙 ６ ２ の 積 載 量 が 予 め 設 定 し た 上 位

設 定 積 載 量 に 達 す る と 、 運 転 停 止 モ ー ド 制 御 機 能 部 ７ １ ７ が 運 転 制 御 を 行 う 運 転 停 止 モ ー

ド に 遷 移 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 運 転 停 止 モ ー ド で は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス ４ ４ へ の 新 た な 紙 料 の 供 給 を 停 止 し 、 ヘ ッ ド ボ ッ

ク ス ４ ４ に 残 留 す る 紙 料 の 全 量 を 抄 紙 し て 単 葉 紙 の 再 生 紙 ６ ２ に 仕 上 げ 、 仕 上 げ た 再 生 紙

６ ２ の 全 て を 紙 受 部 ６ ３ に 排 出 す る ま で 運 転 を 継 続 し 、 そ の 後 に 運 転 停 止 す る 。 こ の 運 転

停 止 し た 時 点 に お い て 、 紙 受 部 ６ ３ の 再 生 紙 ６ ２ の 積 載 量 は 紙 受 部 ６ ３ の 最 大 積 載 容 量 以

下 と な る 。 す な わ ち 、 紙 受 け 台 ６ ３ ２ は 下 限 セ ン サ ６ ４ ３ に よ っ て 検 出 さ れ な い 位 置 、 つ

ま り 下 限 位 置 よ り 上 方 に 位 置 す る か 、 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 を 満 た す と き に 下 限 位 置 に 位

置 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の た め 、 上 位 設 定 積 載 量 は 、 最 大 積 載 容 量 に 達 す る ま で の 積 載 予 備 容 量 が 十 分 に 確 保

で き る 容 量 、 つ ま り ヘ ッ ド ボ ッ ク ス ４ ４ が 満 杯 と な る 量 の 紙 料 を 抄 紙 し て 得 ら れ る 再 生 紙

６ ２ を 紙 受 部 ６ ３ に 積 載 し て も 最 大 積 載 容 量 以 下 と な る 容 量 に 設 定 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の 運 転 停 止 モ ー ド の 運 転 制 御 を 行 な う こ と で 、 紙 受 部 ６ ３ の 積 載 量 が 最 大 積 載 容 量 に

達 し た こ と を 原 因 と し て 運 転 が 全 面 停 止 す る 事 態 を 回 避 で き 、 品 質 が 劣 化 し た 紙 の 発 生 を

抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 制 御 部 ７ ０ ０ は 、 通 常 の 運 転 を 行 な う 通 常 運 転 モ ー ド の 開 始 時 に 、 一 旦 、 紙 受 け 台 ６ ３

２ を 下 限 セ ン サ ６ ４ ３ で 検 出 す る 下 限 位 置 に ま で 降 下 さ せ 、 そ の 後 、 上 位 セ ン サ ６ ４ ２ で

最 上 位 の 再 生 紙 ６ ２ を 検 出 す る 位 置 ま で 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を 上 昇 さ せ る 。 紙 受 け 台 ６ ３ ２ に

再 生 紙 ６ ２ が 無 い 場 合 に は 上 位 セ ン サ ６ ４ ２ が 紙 受 け 台 ６ ３ ２ を 検 出 す る ま で 紙 受 け 台 ６

３ ２ を 上 昇 さ せ る 。 こ の 間 に 紙 受 け 台 ６ ３ ２ が 移 動 し た 距 離 を エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ で 検 出 し

て 紙 受 け 台 ６ ３ ２ の 現 在 位 置 お よ び 現 在 積 載 量 を 検 出 し 、 上 位 設 定 積 載 量 と 現 在 積 載 量 と

の 差 で あ る 積 載 可 能 残 容 量 を 検 知 し 、 積 載 可 能 残 容 量 が 最 少 設 定 残 容 量 以 上 で あ る と き 運

転 を 開 始 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ の 最 少 設 定 残 容 量 は 、 例 え ば １ 時 間 程 度 の 比 較 的 短 時 間 に 設 定 す る 所 定 運 転 時 間 の 運

転 に よ っ て 製 作 さ れ る 再 生 紙 ６ ２ の 全 量 を 積 載 可 能 な 容 量 と す る 。 積 載 可 能 残 容 量 が 最 少

設 定 残 容 量 以 上 で あ る 状 態 で 通 常 運 転 モ ー ド の 運 転 を 開 始 す る と 、 運 転 開 始 時 に お い て す

で に 紙 受 け 台 ６ ３ ２ に 積 載 さ れ て い る 再 生 紙 の 上 に 新 た に 再 生 紙 を 積 載 し て も 、 再 生 紙 の

積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 す る ま で に 、 少 な く と も 所 定 運 転 時 間 の 間 は 通 常 運 転 モ ー ド

で 運 転 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の 結 果 、 通 常 運 転 モ ー ド の 開 始 時 に 積 載 可 能 残 容 量 を 確 認 で き る の で 、 運 転 開 始 後 、

短 時 間 の う ち に 紙 受 部 ６ ３ の 積 載 量 が 上 位 設 定 積 載 量 に 達 し て 運 転 停 止 モ ー ド と な る こ と

を 防 止 で き る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 エ ン コ ー ダ ６ ４ ４ で 検 出 部 を 構 成 し た が 、 検 出 部 は 下 限 セ ン サ ６ ４

３ で 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に 上 位 設 定 積 載 量 は 、 紙 受 け 台 ６ ３ の 積 載 面 か

ら 上 位 セ ン サ ６ ４ ２ に 対 応 す る 位 置 ま で の 積 載 量 に 相 当 し 、 最 大 積 載 容 量 は 上 位 設 定 積 載

量 に 達 し た 後 に 運 転 停 止 モ ー ド で 抄 紙 さ れ る 最 大 量 の 再 生 紙 ６ ２ を 加 え た 量 に 設 定 す る 。

す な わ ち 、 最 大 積 載 容 量 は 上 位 設 定 積 載 量 に 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス ４ ４ が 満 杯 と な る 量 の 紙 料

を 抄 紙 し て 得 ら れ る 再 生 紙 ６ ２ の 全 量 を 加 え た も の で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 　 １ 　 給 紙 部

　 　 ２ 　 紙 片

　 　 ３ 　 貯 留 部

　 　 ４ 　 古 紙

　 　 ５ 　 給 紙 装 置

　 　 ６ 　 計 量 部

　 　 ７ 　 排 出 用 サ イ ク ロ ン

　 　 ８ 　 パ ル プ 懸 濁 液

　 　 ９ 　 パ ル パ ー 部

　 １ ０ 　 貯 蔵 タ ン ク 部

　 １ １ 　 脱 墨 部

　 １ ２ 　 湿 紙

　 １ ３ 　 抄 紙 網 部

　 １ ４ 　 乾 燥 部

　 １ ５ 　 仕 上 部

　 １ ６ 　 紙 片 搬 送 ダ ク ト

　 １ ７ 　 送 気 流

　 １ ８ 　 送 風 装 置

　 ３ ７ 　 パ ル パ ー 槽

　 ３ ８ 　 攪 拌 装 置

　 ３ ９ 　 攪 拌 装 置

　 ４ ０ 　 脱 墨 槽

　 ４ ２ 　 ロ ー ラ

　 ４ ３ 　 抄 紙 ワ イ ヤ ー

　 ４ ４ 　 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス

　 ４ ６ 　 ロ ー ラ

　 ４ ６ ａ 、 ５ ０ ａ 　 ロ ー ラ

　 ４ ７ 　 吸 水 ベ ル ト

　 ４ ８ 　 加 熱 装 置

　 ４ ９ 　 乾 燥 ロ ー ラ

　 ５ ０ 　 ロ ー ラ

　 ５ １ 　 第 １ 搬 送 ベ ル ト

　 ５ ２ 　 ロ ー ラ

　 ５ ３ 　 第 ２ 搬 送 ベ ル ト

　 ６ ０ 　 カ ッ タ ー

　 ６ １ 　 乾 紙

　 ６ ２ 　 再 生 紙

　 ６ ３ 　 紙 受 部

　 ６ ４ 　 排 出 口

　 ６ ５ 　 上 ロ ー ラ

　 ６ ６ 　 下 ロ ー ラ
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　 １ ０ ０ 　 白 水 タ ン ク 部

　 １ ０ １ 　 排 水 処 理 タ ン ク 部

　 １ ０ ２ 　 脱 墨 排 水 系

　 １ ０ ３ 　 下 水 配 管

　 １ ０ ４ 　 抄 紙 排 水 系

　 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 　 白 水 返 送 系

　 １ ０ ７ 　 上 水 配 管

　 １ ０ ８ 　 給 水 配 管

　 １ ０ ９ 　 元 弁 装 置

　 １ １ １ 　 ス ク レ ー パ

　 １ １ ２ 　 ス リ ッ タ ー 装 置

　 ６ ３ １ 　 ガ イ ド フ レ ー ム

　 ６ ３ １ ａ 　 ガ イ ド 溝

　 ６ ３ ２ 　 紙 受 け 台

　 ６ ３ ３ 　 紙 受 け 台 駆 動 機 構

　 ６ ３ ４ 　 固 定 ス プ ロ ケ ッ ト

　 ６ ３ ５ 　 可 動 ス プ ロ ケ ッ ト

　 ６ ３ ６ 　 駆 動 部

　 ６ ３ ７ 　 チ ェ ー ン

　 ６ ３ ８ 　 ス プ リ ン グ

　 ６ ３ ９ 　 モ ー タ

　 ６ ４ ０ 　 駆 動 ギ ヤ

　 ６ ４ １ 　 従 動 ギ ヤ

　 ６ ４ ２ 　 上 位 セ ン サ

　 ６ ４ ３ 　 下 限 セ ン サ

　 ６ ４ ４ 　 エ ン コ ー ダ

　 ７ ０ ０ 　 制 御 部

　 ７ １ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ

　 ７ １ １ 　 パ ル パ ー 部 制 御 機 能 部

　 ７ １ ２ 　 脱 墨 部 制 御 機 能 部

　 ７ １ ３ 　 抄 紙 網 部 制 御 機 能 部

　 ７ １ ４ 　 仕 上 部 制 御 機 能 部

　 ７ １ ５ 　 排 水 処 理 タ ン ク 部 制 御 機 能 部

　 ７ １ ６ 　 自 動 運 転 制 御 機 能 部

　 ７ １ ７ 　 運 転 停 止 モ ー ド 制 御 機 能 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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